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往年の姿が息づく
岩津城址

岩津中学校生徒による岩津城址の清掃活動

　
歴
史
的
景
観

　
岩
津
町
は
、
愛
知
県
岡
崎
市
の
北
部
、
豊

田
市
に
近
接
す
る
地
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

学
業
成
就
の
神
と
し
て
親
し
ま
れ
る
岩
津
天

満
宮
を
は
じ
め
、
名
刹
や
古
墳
な
ど
数
多
く

の
史
跡
に
恵
ま
れ
た
、
歴
史
と
文
化
が
息
づ

く
町
で
す
。
中
で
も
、
地
域
の
象
徴
的
存
在

と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
岩
津
城
址
で
す
。

　
岩
津
城

　
岩
津
城
は
、
岡
崎
市
岩
津
町
字
東
山
に
所

在
し
た
中
世
の
山
城
で
す
。
城
域
は
東
西
約

1
5
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
2
0
0
メ
ー
ト

ル
に
及
び
、
主
郭
と
南
郭
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ

土
橋
、
主
郭
を
巡
る
空
堀
な
ど
、
良
好
な
遺

構
が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
城
は
、

松
平
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
徳
川
家
康
公
の

祖
先
で
あ
る
岩
津
松
平
家
の
拠
点
と
し
て
機

能
し
ま
し
た
。
家
康
公
の
祖
父
に
あ
た
る
安

祥
松
平
家
七
代
当
主
・
松
平
清き
よ
康や
す
が
岡
崎
城

へ
拠
点
を
移
し
た
後
も
、
岩
津
城
は
岡
崎
城

の
北
の
守
り
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
、

家
康
公
の
手
に
よ
っ
て
改
修
・
強
化
が
施
さ

れ
ま
し
た
。
貴
重
な
山
城
遺
構
と
し
て
、
松

平
氏
の
岩
津
進
出
か
ら
６
０
０
年
を
経
た
現

在
も
、
そ
の
往
時
の
姿
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
岩
津
城
址
と
学
校
と
の
か
か
わ
り

　
岩
津
城
址
と
岩
津
中
学
校
と
の
か
か
わ
り

は
、
今
か
ら
11
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
岩
津
城
址
の
清
掃
活
動
で
し

た
。
当
時
の
岩
津
学
区
総
代
で
あ
っ
た
時
々

輪
忠
正
さ
ん
か
ら
、
岩
津
中
学
校
に
協
力
の

依
頼
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
城

址
に
生
い
茂
っ
た
竹
の
伐
採
や
運
搬
を
手
伝

い
、
そ
の
様
子
は
当
時
『
中
日
新
聞
』
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
記
事
に
は
、「
小

高
い
山
の
城
跡
に
生
え
て
い
た
約
百
本
の
竹

を
切
り
、
生
徒
た
ち
が
運
搬
を
手
伝
っ

た
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
そ
れ
以
来
、
参
加
す
る
生
徒
は
年
度
ご
と

に
変
わ
り
な
が
ら
も
、
毎
年
百
名
を
超
え
る

生
徒
が
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
岩
津
城
址

の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

度
の
活
動
後
に
は
、
生
徒
が
「
自
分
の
地
域

に
歴
史
に
残
る
も
の
が
あ
る
な
ん
て
す
ご
い
。

楽
し
く
活
動
で
き
た
の
で
、
ま
た
や
り
た

い
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

の
中
に
、
地
域
の
一
員
と
し
て
郷
土
を
大
切

に
思
う
心
が
脈
々
と
つ
な
が
っ
て
、
郷
土
愛

が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
岩
津
城
と
松
平
信
光

　
岩
津
城
は
、
松
平
家
二
代
・
泰や
す

親ち
か

、
三

代
・
信の
ぶ
光み
つ
の
父
子
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
ま
し

た
。中
で
も
松
平
信
光
は
、
後
の
徳
川
家
康

公
へ
と
連
な
る
松
平
家
を
飛
躍
的
に
発
展
さ

せ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
信
光

は
西
三
河
の
約
３
分
の
１
を
支
配
下
に
置
い

た
と
伝
え
ら
れ
、
室
町
幕
府
と
の
関
係
を
築

き
つ
つ
、
三
河
各
地
に
散
在
し
て
い
た
松
平

一
族
を
統
率
し
ま
し
た
。
85
歳
ま
で
生
き
、

48
人
の
子
を
も
う
け
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
１
４
０
４
（
応
永
11
）
年
に
生
ま
れ
た
信

光
は
、
幼
少
期
に
父
を
失
い
、
二
代
・
泰
親

の
養
子
と
し
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
足
に
障

が
い
の
あ
っ
た
兄
が
本
家
を
継
ぎ
、
次
男
で

あ
っ
た
信
光
は
額ぬ
か
田た

郡ぐ
ん
の
岩
津
の
地
に
移
り
、

岩
津
松
平
家
を
興
し
ま
す
。
こ
れ
が
岩
津
城

進
出
の
起
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
信
光
は
63
歳
の
時
、
牢
人
一
揆
を
鎮
圧
す

る
過
程
で
松
平
一
族
を
束
ね
る
こ
と
に
成
功

し
、
三
河
国
に
お
け
る
勢
力
を
急
速
に
拡
大

し
て
い
き
ま
し
た
。
六
代
・
信の
ぶ
忠た
だ
の
時
代
に

は
、「
十
四
松
平
」「
十
八
松
平
」
と
称
さ

れ
る
ほ
ど
多
く
の
庶
家
が
派
生
し
、
松
平
一

族
は
大
き
な
繁
栄
を
遂
げ
ま
す
。
信
光
は

１
４
８
８
（
長
享
２
）
年
、
岩
津
城
に
て
85

年
の
生
涯
を
閉
じ
、
岩
津
の
妙
心
寺
に
葬
ら

れ
ま
し
た
。

　
信
光
の
寺
院
建
立

　
信
光
は
寺
院
の
建
立
に
も
力
を
注
ぎ
、
36

歳
で
滝
村
に
萬
松
寺
を
、
48
歳
で
信
光
明
寺

を
、
58
歳
で
妙
心
寺
を
建
立
し
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
10
年
ご
と
に
寺
院
を
建
立
で
き
た

こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
経
済
力
と
人
脈
の

豊
か
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
信
光
明
寺
は
、

１
４
５
１
（
宝
徳
３
）
年
に
祖
父
・
親ち
か
氏う
じ
、

父
・
泰
親
の
菩
提
を
弔
う
た
め
創
建
さ
れ
ま

し
た
。
後
に
兵
火
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、

１
４
７
８
（
文
明
10
）
年
建
立
の
観
音
堂
は

現
在
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
圓え
ん
福ぷ
く
寺じ

総
門
前
の
参
道
脇
に

建
つ
真
浄
院
は
、
信
光
の
妻
（
一
色
氏
の

娘
）
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
歴
史
的
に
も
重
要

な
場
所
で
す
。

　
若
一
神
社
創
建
６
０
０
年

　
岩
津
学
区
に
あ
る
若
一
神
社
は
、
松
平
泰や
す

親ち
か
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
古

社
で
、
令
和
８
年
、
創
建
６
０
０
年
を
迎
え

ま
し
た
。
一
族
の
繁
栄
と
所
願
成
就
を
願
い
、

熊
野
三
山
か
ら
神
々
を
勧
請
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
岩
津
松
平
氏
進
出
６
０
０
年
は
、

若
一
神
社
創
建
年
を
根
拠
と
し
て
い
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
若
一
神
社
は
１
８
５
２
（
嘉
永
５
）
年
に

現
在
地
に
移
り
、
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年

に
本
殿
と
拝
殿
を
移
築
し
ま
し
た
。

　
岩
津
松
平
氏
６
０
０
年
記
念
事
業

「
信
光
フ
ェ
ス
タ
」

　
松
平
氏
の
岩
津
進
出
か
ら
６
０
０
年
の
節

目
を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
11
月
３
日
に

「
信
光
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
「
岩
津
松

平
氏
輝
き
の
６
０
０
年
」
推
進
懇
話
会
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
理
念
に
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
発

足
し
ま
し
た
。
地
元
有
志
や
歴
史
愛
好
家
ら

が
中
心
と
な
り
、
城
址
の
保
存
・
整
備
の
み

な
ら
ず
、
岩
津
の
歴
史
的
価
値
の
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
代
表
の
阿あ

部べ

太た

郎ろ
う
さ
ん
は
、「
岩
津
は
、松

平
家
が
山
間
地
か
ら
平
野
部
へ
と
進
出
す
る

際
の
重
要
な
拠
点
で
し
た
。
こ
の
価
値
あ
る

歴
史
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の
誇
り
と
な
る

町
を
目
指
し
た
い
。」と
熱
く
語
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
に
は
、
岩
津
地
区
に
あ

る
岩
津
小
学
校
、
岩
津
中
学
校
、
そ
し
て
岩

津
高
等
学
校
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
画
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
岩
津
中
学
校
は
『
岩

津
の
舞
』
を
披
露
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
岩
津
中
学
校
に
伝
わ
る
『
岩
津
の

舞
』
は
、
今
年
で
18
年
目
を
迎
え
た
本
校
の

伝
統
的
な
創
作
演
舞
で
あ
り
、
３
年
生
が
体

育
大
会
に
披
露
し
て
い
ま
す
。
こ
の
演
舞
の

歌
詞
に
は
岩
津
学
区
の
名
勝
が
折
り
込
ま
れ

て
お
り
、
学
校
を
愛
す
る
心
意
気
が
伝
わ
っ

て
く
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
岩
津
地
区

　
現
在
の
岩
津
地
区
は
、
自
動
車
関
連
産
業

を
は
じ
め
と
す
る
製
造
業
の
集
積
地
と
し
て

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
阿
知
和
地
区
工
業

団
地
の
整
備
と
、
阿
知
和
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
業
団
地
造
成
は
、
令
和
９
年
３
月
末
の
完

了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
岩
津
は
、
６
０
０
年
の
歴
史
を
礎
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
未
来
へ
向
か
っ
て
輝
き
続
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

み
ょ
う
し
ん
　

じ
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た
だ
ま
さ
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で
も
松
平
信
光
は
、
後
の
徳
川
家
康

公
へ
と
連
な
る
松
平
家
を
飛
躍
的
に
発
展
さ

せ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
信
光

は
西
三
河
の
約
３
分
の
１
を
支
配
下
に
置
い

た
と
伝
え
ら
れ
、
室
町
幕
府
と
の
関
係
を
築

き
つ
つ
、
三
河
各
地
に
散
在
し
て
い
た
松
平

一
族
を
統
率
し
ま
し
た
。
85
歳
ま
で
生
き
、

48
人
の
子
を
も
う
け
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
１
４
０
４
（
応
永
11
）
年
に
生
ま
れ
た
信

光
は
、
幼
少
期
に
父
を
失
い
、
二
代
・
泰
親

の
養
子
と
し
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
足
に
障

が
い
の
あ
っ
た
兄
が
本
家
を
継
ぎ
、
次
男
で

あ
っ
た
信
光
は
額ぬ
か
田た

郡ぐ
ん
の
岩
津
の
地
に
移
り
、

岩
津
松
平
家
を
興
し
ま
す
。
こ
れ
が
岩
津
城

進
出
の
起
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
信
光
は
63
歳
の
時
、
牢
人
一
揆
を
鎮
圧
す

る
過
程
で
松
平
一
族
を
束
ね
る
こ
と
に
成
功

し
、
三
河
国
に
お
け
る
勢
力
を
急
速
に
拡
大

し
て
い
き
ま
し
た
。
六
代
・
信の
ぶ
忠た
だ
の
時
代
に

は
、「
十
四
松
平
」「
十
八
松
平
」
と
称
さ

れ
る
ほ
ど
多
く
の
庶
家
が
派
生
し
、
松
平
一

族
は
大
き
な
繁
栄
を
遂
げ
ま
す
。
信
光
は

１
４
８
８
（
長
享
２
）
年
、
岩
津
城
に
て
85

年
の
生
涯
を
閉
じ
、
岩
津
の
妙
心
寺
に
葬
ら

れ
ま
し
た
。

　
信
光
の
寺
院
建
立

　
信
光
は
寺
院
の
建
立
に
も
力
を
注
ぎ
、
36

歳
で
滝
村
に
萬
松
寺
を
、
48
歳
で
信
光
明
寺

を
、
58
歳
で
妙
心
寺
を
建
立
し
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
10
年
ご
と
に
寺
院
を
建
立
で
き
た

こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
経
済
力
と
人
脈
の

豊
か
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
信
光
明
寺
は
、

１
４
５
１
（
宝
徳
３
）
年
に
祖
父
・
親ち
か
氏う
じ
、

父
・
泰
親
の
菩
提
を
弔
う
た
め
創
建
さ
れ
ま

し
た
。
後
に
兵
火
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、

１
４
７
８
（
文
明
10
）
年
建
立
の
観
音
堂
は

現
在
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
圓え
ん
福ぷ
く
寺じ

総
門
前
の
参
道
脇
に

建
つ
真
浄
院
は
、
信
光
の
妻
（
一
色
氏
の

娘
）
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
歴
史
的
に
も
重
要

な
場
所
で
す
。

　
若
一
神
社
創
建
６
０
０
年

　
岩
津
学
区
に
あ
る
若
一
神
社
は
、
松
平
泰や
す

親ち
か
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
古

社
で
、
令
和
８
年
、
創
建
６
０
０
年
を
迎
え

ま
し
た
。
一
族
の
繁
栄
と
所
願
成
就
を
願
い
、

熊
野
三
山
か
ら
神
々
を
勧
請
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
岩
津
松
平
氏
進
出
６
０
０
年
は
、

若
一
神
社
創
建
年
を
根
拠
と
し
て
い
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
若
一
神
社
は
１
８
５
２
（
嘉
永
５
）
年
に

現
在
地
に
移
り
、
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年

に
本
殿
と
拝
殿
を
移
築
し
ま
し
た
。

　
岩
津
松
平
氏
６
０
０
年
記
念
事
業

「
信
光
フ
ェ
ス
タ
」

　
松
平
氏
の
岩
津
進
出
か
ら
６
０
０
年
の
節

目
を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
11
月
３
日
に

「
信
光
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
「
岩
津
松

平
氏
輝
き
の
６
０
０
年
」
推
進
懇
話
会
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
理
念
に
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
発

足
し
ま
し
た
。
地
元
有
志
や
歴
史
愛
好
家
ら

が
中
心
と
な
り
、
城
址
の
保
存
・
整
備
の
み

な
ら
ず
、
岩
津
の
歴
史
的
価
値
の
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
代
表
の
阿あ

部べ

太た

郎ろ
う
さ
ん
は
、「
岩
津
は
、松

平
家
が
山
間
地
か
ら
平
野
部
へ
と
進
出
す
る

際
の
重
要
な
拠
点
で
し
た
。
こ
の
価
値
あ
る

歴
史
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の
誇
り
と
な
る

町
を
目
指
し
た
い
。」と
熱
く
語
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
事
業
に
は
、
岩
津
地
区
に
あ

る
岩
津
小
学
校
、
岩
津
中
学
校
、
そ
し
て
岩

津
高
等
学
校
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
画
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
岩
津
中
学
校
は
『
岩

津
の
舞
』
を
披
露
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
岩
津
中
学
校
に
伝
わ
る
『
岩
津
の

舞
』
は
、
今
年
で
18
年
目
を
迎
え
た
本
校
の

伝
統
的
な
創
作
演
舞
で
あ
り
、
３
年
生
が
体

育
大
会
に
披
露
し
て
い
ま
す
。
こ
の
演
舞
の

歌
詞
に
は
岩
津
学
区
の
名
勝
が
折
り
込
ま
れ

て
お
り
、
学
校
を
愛
す
る
心
意
気
が
伝
わ
っ

て
く
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
岩
津
地
区

　
現
在
の
岩
津
地
区
は
、
自
動
車
関
連
産
業

を
は
じ
め
と
す
る
製
造
業
の
集
積
地
と
し
て

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
阿
知
和
地
区
工
業

団
地
の
整
備
と
、
阿
知
和
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
に
よ
り
、
地
域
経
済

の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
業
団
地
造
成
は
、
令
和
９
年
３
月
末
の
完

了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
岩
津
は
、
６
０
０
年
の
歴
史
を
礎
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
未
来
へ
向
か
っ
て
輝
き
続
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

に
ゃ
く
い
ち
じ
ん
じ
ゃ

ば
ん
し
ょ
う
　

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ん
こ
う
み
ょ
う
じ

し
ん
じ
ょ
う
い
ん


